
特許出願中

管理栄養士として介護現場に携わった経験
があり、調理の工夫だけでは食べ物を飲み込
む機能が低下した方の栄養状態の改善は難
しいと感じてきました。こうした課題を背景
に、タンパク質を効率よく摂取できる介護食

の開発に取り組んでいます。（宇田川）
現在、製品化に向けた共同研究先を探してい
る段階ですので、ご興味のある方はお気軽に
お問い合わせください。（遠藤）

タンパク質を補える介護食用とろみ剤
ゼラチンを用いて、飲み込みやすい「とろみ」をつける技術を開発しました。
要介護者に不足しやすいタンパク質の摂取量を増やすことが期待できます。

　嚥下（えんげ）機能（飲み込む力）が低下した要介護者の
誤嚥（ごえん）を防ぐため、食事は「とろみ」をつけた状態で提
供されます。この「とろみ」をつけるために使用されるのが介
護食用とろみ剤です。現在、市販されているものはいずれも
難消化性多糖類を原料にしており、介護食用とろみ剤そのも
のが栄養になることはありません。そこで、都産技研ではタン
パク質でできた介護食用とろみ剤の開発に取り組んでいま
す。これが実現すれば、要介護者に不足しがちなタンパク質
を介護食用とろみ剤から補うことができます1）。
　具体的には、タンパク質であるゼラチンを用いて飲み込み
やすい「とろみ」をつける方法を開発しました（図1）。通常、
ゼラチンが飲み込みやすい粘度2）を示す温度帯は極めて狭
いのですが（図2 a）、酵素架橋によってゼラチンを改質する
ことで、この温度帯を大幅に広げることができました（図2 b）。
さらに、都産技研が独自に開発した反応プロセスによりゼラ
チンを架橋させることで、飲み込みやすい温度帯はさらに広
がりました（図2 c）。
　この結果から、室温より高い温度であれば、この架橋ゼラ
チンを介護食用とろみ剤として使用できる可能性が示されま
した。

●（地独）東京都立産業技術研究センター：「2024年度技術シーズ集」p.25（2024）

技術シーズ

1食あたり3 gの介護食用とろみ剤を使用するとしたとき、1日あた
り約9 gのタンパク質が摂取できる。これは65歳以上男性の1日
に必要なタンパク質（60 g）の約15%に相当する。

消費者庁が定めるとろみ調整用食品の粘度要件を参考に、
100-400 mPa·sを飲み込みやすい粘度とした。
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VPLによる設計技術は、機能に適した形状の
生成や複雑な意匠の導出、大量のバリエー
ション展開など３D CADソフト単体では対応
が難しい設計課題の解決に貢献し、幅広い分

野で活用されています。VPLによる課題解決
にご興味がある企業さまがいらっしゃいまし
たら、ぜひご相談ください。

ユーザビリティ実験を基にしたデザイン手法
児童向けキーボードの体験価値改善をテーマに、ユーザー個人の身体に適した
サイズ展開や小ロット生産を実現する技術を提案します。

　ビジュアルプログラミング言語（Visual Programming 
Language、以下、VPL）を用いたデザインは、シミュレー
ションやアイデア領域の拡大、効率化を可能にし、論理的な
形状決定を可能にする技術の一つです。主に建築やプロ
ダクトデザインなどの分野で活用されています。
　商品開発の現場では、顧客が商品やサービスを利用し
た際の顧客体験（UX）の満足度が重視されています。例え
ば、成人と児童は身体的特徴が異なるにもかかわらず、同
様のPC用キーボードが使用されています。そこで、VPLを
用いて、児童自身の身体に適したキーボードを多品種少量
生産するための手法を開発しました（図）。
　情報学習でキーボードを利用し始める9歳児相当の手の
大きさを持つ児童に対して、キー間隔の異なるキーボードで

●（地独）東京都立産業技術研究センター：「2023年度技術シーズ集」p.2（2023）
●Yuta Fukuhara, et. al.: “Keyboard design considering children's physical characteristics“, 
BULLETIN OF JSSD 2023, p.528-529 (2023)

技術シーズ

打鍵してもらう実証実験を行いました。指定動作遂行率お
よび主観評価から、優れたパフォーマンスを発揮するキー間
隔は16.5 ㎜であると分析しました。その分析結果と成人の
手の大きさに対する一般的なキー間隔（19  ㎜）から、最適な
キー間隔予測値を算出するアルゴリズムを作成しました。
さらに、手の大きさをリアルタイムに測定するシステムと組み合
わせることで、測定された個人に対して最適と予測されるキー
間隔を持つキーボードのCAD（Computer Aided Design）
データを出力するアルゴリズムも開発しました。
　この手法を用いることで、異なるキー間隔の製品を開発
するための再設計が不要となります。また、一般的になりつ
つあるオンデマンド生産技術と組み合わせることで、個人の
身体的特徴に適した小ロット生産を実現します。
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図　研究課題とVPLを用いた解決例

図1　架橋ゼラチンを用いて「とろみ」をつけた溶液

図2　各ゼラチン溶液が示す温度依存的な粘度変化
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（a）無架橋ゼラチン
（b）架橋ゼラチン①
（c）架橋ゼラチン②
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